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道
議
会
は
六
月

二
十
八
日
未
明
、

高
橋
知
事
の
二
期

日
の
最
大
の
公
約

で
も
あ

っ
た
、
総

合
振
興
局
設
置
条

例

（支
庁
制
度
改

革
条
例
）
案
を
、

公
明
な
ど
の
賛
成

多
数
で
可
決
し
た
。

一
〇
〇
年
近
く
続

い
て
き
た
十
四
の

支
庁
体
制
は
終
え

ん
し
、
北
海
道
は

道
州
制
も
に
ら
ん

で
新
た
な
地
方
分
権
の
時
代

ヘ

と
突
入
す
る
。

六
月
二
十
六
日
、
予
算
特
別

委
員
会
の
知
事
総
括
質
疑
を
終

え
る
ま
で
は
、
さ
ほ
ど
の
混
乱

な
く
順
調
な
議
事
進
行
と
な
つ

て
い
た
。
知
事
提
出
の
補
正
予

算
に
つ
い
て
も
、
民
主

・
共
産

も
賛
成
し
て
全
会

一
致
で
承
認

地
方
分
権
新
時
代
ヘ

し
た
と
こ
ろ
で
あ

つ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
民
主
党
は
、

支
庁
制
度
改
革
条
例
案
が
付
託

さ
れ
て
い
る
道
州
制

・
地
方
分

権
調
査
特
別
委
員
会

（特
委
）

で
の
徹
底
審
議
を
要
求
。
す
で

に
、
支
庁
制
度
改
革
の
質
問
に

つ
い
て
も
、
予
算
特
別
委
員
会

ダ
党
間

の
約
未
よ
り
も
身
内

の

が
、
民
主
党
は
こ
こ
で
継
続
審

査
の
動
議
を
提
出
、
こ
れ
が
否

決
さ
れ
る
や
委
員
が
退
席
と
い

う
暴
挙
に
及
ん
だ
。
こ
こ
で
一

旦
会
期
が
延
長
さ
れ
、
徹
夜
し

か
も
土
曜
日
の
議
会
と
い
う
き

わ
め
て
異
例
の
状
況
に
陥
っ
た
。

公
明
党
と
し
て
は
、　
一
時
、
そ

れ
で
も
な
お
、
民
主
党
が
円
満

に
採
決
に
応
じ
る
な
ら
ば
、
会

期
の
再
延
長
も
考
慮
す
べ
き
こ

と
を
自
民
党
に
も
打
診
し
た
が
、

で
知
事
が
直
接
答
弁
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
当
初
、
民
主
党
の

要
求
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
の

空
気
が
強
か
つ
た
が
、
円
滑
な

審
議
運
営
を
条
件
と
し
て
、
特

委
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
り
、

知
事
が
異
例
の
出
席
を
行
い
、

民
主
党
議
員
の
質
疑
も
行
っ
た
。

特
委
は
持
ち
時
間
無
制
限
で
あ

り
、
充
分
な
審
議
の
後
、
無
事

質
疑
は
終
局
し
た
。

暫
時
休
憩
の
後
、
委
員
会
採

決
が
行
わ
れ
る
運
び
で
あ
つ
た

新
聞
記
者
の
取
材
で
、
民
主
党

内
に
条
例
賛
成
派
が
何
人
か
い

て
、
そ
れ
が
公
に
な
れ
ば
党
内

の
結
東
に
ひ
び
が
入
る
こ
と
を

恐
れ
た
執
行
部
が
、
全
員
退
席

と
い
う
行
動
に
出
た
と
の
情
報

が
入
っ
た
。
審
議
時
間
の
長
短

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
党
内

事
情
で
の
継
続
と
い
う
の
で
は
、

仮
に
条
件
を
飲
ん
で
も
そ
の
後

の
採
決
は
全
く
の
不
透
明
で
、

か
え
っ
て
議
会
が
混
乱
す
る
と

の
判
断
に
立
つ
て
、
公
明
党
と

し
て
も
本
会
議
採
決
や
む
な
し

と
の
結
論
に
な
つ
た
。

今
回
の
条
例
案
に
お
い
て
、

確
か
に
知
事
を
は
じ
め
と
す
る

部
局
の
事
前
対
応
が
後
手
に
ま

わ
り
、
地
域
に
迷
惑
を
掛
け
た

点
が
あ
る
反
面
、
内
容
に
つ
い

て
は
、
わ
が
党
が
主
張
し
て
き

た
支
庁
制
度
改
革
と
車
の
両
輪

と
す
べ
き
地
域
振
興
支
援
条
例

（仮
称
）
案
の
検
討
に
早
期
に

着
手
す
る
こ
と
を
知
事
が
明
確

に
答
弁
し
た
た
め
、
地
域
振
興

に
一
定
の
道
筋
が
つ
い
た
た
め
、

条
例
案
に
は
賛
成
し
た
（裏
面

記
事
参
照
）
。
今
後
、
知
事
を

先
頭
に
振
興
局
地
域
と
な
る
地

域
の
振
興
策
に
つ
い
て
、
地
元

と
の
協
議
を
綿
密
に
行
う
必
要

が
あ
る
こ
と
を
知
事
に
も
申
し

入
れ
た
。

本
会
議
で
も
、
民
主
党
は
議

会
人
と
し
て
の
責
任
を
放
棄
し
、

百
年
に

一
度
の
大
改
革
と
い
わ

れ
て
い
る
こ
の
条
例
案
の
採
決

に
欠
席
し
、
道
議
会
に
情
け
な

い
歴
史
を
残
し
た
。

内
紛
口
逹
を
優
先
し
た
民
主
党

異
例
の
特
別
委
員
会
で
審
議
充
分

七
月
七
日

夜
八
時
～

北
海
道
洞
爺
湖

サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

を
契
機
と
し
て
、

七
月
七
日
を
ク
ー

ル
ア
ー
ス
デ
ー
と

す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
公
明
党
青
年

局
が
携
帯
電
話
に

よ
る
新
し
い
タ
イ

プ
の
署
名
運
動
を

展
開
し
総
理
に
申

し
入
れ
、
即
日
実
施
が
決
ま
っ

た
も
の
で
す
。
七
夕
の
当
日
は

全
国
で
夜
八
時
～
十
時
ま
で
の

間
の
消
灯
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

六
日
十
四
時
　
記
念
植
樹

茨
戸
川
緑
地

十
八
時
　
環
境
セ
ミ
ナ
ー

丘
珠
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

七
日
　
八
時
　
街
頭
演
説

小
樽
駅
前

青公

予本
定部
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「工
緒
・ 蓼

ｕ

髪

含

累

い
を
感
じ
て
ぬ
厨
々
、植
樹
し

た
本
の
様
子
を
見
に
行
っ
て

空
丑

畠

，
Ｆ

手

。
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玉
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じ

て
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予

定
菫

死

ま
た
、
７
月
７
日
の
ク
■

ル
ア
ー
ス

・
デ
ー
に
い
各
家

巌
お
轟
器
堅
ゞ
フ
イ
ト
ダ
ウ
ン

す
る
運
動
は

「ク
ス
ン
ジ
警

占

ズ

暉

摯

食

２

´

頭

轟

通

耳

を

買

グ

ル

ト
フ
は
「ヒ
ロ
ウ
ン
ジ
ヤ
■
」

と
二
澪
は
υ
り
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
動
植
物
の
希

省

Ｆ

言
γ〓

蓼

里

山
界
崖
医
要
■
る

「マ
モ
ル
ン

つ算
募
斜
静

ち
彗
を
塞
Ｅ
Ｋ

ニ「ヘ
ラ

ス
ン
ジ
ャ
ー
」
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。


